
（５）平成 23 年度「高校生公開講座」報告 

 
林 秀千人 

 
実施日  平成 23 年 8 月 11 日(木) 90 分間 
 
対 象  高校生 
 
実施目的 
 高校生対象の公開講座の一環として、「安全を考える」というタイトルで、安全工学の入

門の授業を行った。 
 
実施状況 
 高校生対象の公開講座が平成 23 年 8 月 10 日から 12 日まで 3 日間行われた。タイトル

は「工学から見た未来の安全・安心への取り組み」で東日本大震災を受けての内容である。

その中心的な課題として、「安全を考える」ということで、高校生に安全を考えてもらう機

会を提供した。まず、安全と安心の違いを明確にして、安全に対する現在の一般の意識及

び各人の意識を明らかにするとともに、実際に安全を保つための問題点を明らかにした。

その上で、安全を保つために必要な考え方とそれを各人が進める上では、リスクマネジメ

ントが必要であることを明確にした。内向きになりがちな高校生へ自ら積極的に行動する

ことの重要性、友達や仲間との共同で行うことの重要性を示した。 
 
高校生公開講座のまとめ 
 安全や安心の言葉を漠然と知る高校生に、安全の考え方、取り組み方をより具体的に知

る機会が提供できた。それまで、きちんと考えることがなく、漠然としたものから安全を

考えるとはどういうことかを考えるきっかけを提供することができた。 
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Ⅶ．安 全 を 考 え る 
林 秀千人 

 
１ はじめに 

最近は安全が脅かされる出来事がテレビをはじめ、メディアから数多く報道されて

いる。そこでは、これまで知らなかったさまざまな危険について、私たちが知ることが

できるようになっています。一方で、私たちの安全についての意識はまだ確かなもの

とはなっていない。 

この授業では、“安全に、絶対安全だはない。”ということを知ること。事象に対して、

ただ単に危険か安全かをばくぜんと考えることは、あまり意味がありません。そうして、

みなさん自身が安全をどう考え、どう行動すべきか、そのことのきっかけとなるように、

手助けをするものです。 

 

２．安全とは何 
安全は、辞書によると“危害または損傷・損害を受けるおそれのないこと。危険がなく

安心なさま”とある。安全を考える場合に、危険の可能性の観点から危険の確率を減

らすことを進めることが現実的である。私たちが色々な活動を行う限り危険が全くない

ことはありえず、危険から事故・事件などの災害へと進まないようにすることが重要で

ある。すなわち、安全とは、危険なことが全くないこと（絶対安全思想）ではなく、危険

を私たちが許容できる範囲に収めることである。これにより、積極的に安全への取り組

みができる。そのためには、危険についてよく知っておくことが必要です。 

 

３．安全への取り組み 
安全を確保するための取り組みとして、一般に、“リスクマネジメント”と“安全文化”

が重要といわれています。 

３．１ リスクマネジメント 
リスクマネジメントとは、危険（すなわちリスク）を許容

範囲に収めることであり、そのために、3 つの段階を通

して行われます。 
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（３）  リスクの対策 

（１）リスクの列挙では、起こる可能性がある災害を挙げ

て、その原因を想定することです。対象とする事象に対

して、どのような危険があるのか、過去の災害例などを
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図１ リスクの評価法 



もとに、事柄の事象ごとに可能性をリストアップするのです。さらに、その原因は何で

あったか。また事象に対して、その中の個々の役割がうまくいかない場合にどのような

災害が発生するのか、想像しうる災害に対して、どのような原因から起こるのかを考え

ることです。 

（２）リスクの評価では、列挙したリスク（危険）のそれぞれに対して、発生する確率（発

生頻度）とそれが生じたときの結果の重大性(影響度)を想定します。これらの組合せ

として危険の中身を知ることで、危険を具体的に理解することが可能となります。通常

は、発生頻度が高く被害規模も大きい場合（A）は前もって取り除いておきます。 

（３）リスクの対策では、それぞれのリスクの程度に応じて進めます。通常、災害は 1 つ

の危険から直接的に起こるのではなく、いろいろな兆候があります。それらの兆候を

すべて見逃した場合に、災害が発生します。したがって、兆候の段階で災害へ進む

ことを防ぐバリアを作ることが重要です。そのためには、日常からちょっとした危険など

を挙げておくことが必要です。重大な災害への対策を講じることは難しく、そのような

災害が起こる前に予兆が必ずあります。それらを、感知して対策を講じる方がやりや

すいのです。ちょっとした危険に対しては、対策も比較的簡単です。 

 

 

図２ 災害のスイスチーズモデル             図３ 災害ピラミッド 

 

 

３．２ 安全文化  
安全のために、合理的に判断をするためには、 

(1) 何が問題であるかを明確に定義する。 

(2) 関連するすべての基準を明確化する。 

(3) すべての基準の相対的な価値と意思決定者のリスク選考を明確化する。 

(4) 関連するすべての選択肢を抽出する。 
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(5) 選択肢を定量的に評価し、最も価値の高いものを選択する。 

これらの行動が必要です。しかし一般に、人はミスをします。また人は怠慢になる傾向

にあるといわれています。したがって、安全のように、絶対的な基準がない場合には、

以上の(1)から(5)をすべて自分が行うことは現実的ではありません。安全の判断がどう

しても偏る傾向にあります。それを避けるために、組織での取り組みが必要です。す

なわち、組織として安全への考え方と取り組みを普段から進めることが重要なのです。

これを安全文化と呼びます。ISO の考え方によると、“安全はすべて国などの組織が

保ってくれるものでなく、自分が積極的に確保を勤めるもの”とされています。そのた

めには、組織の中で各人が積極的に安全文化を構築することが大切です。みんなで

安全を築くのであって、災害が起こったとき、誰の責任かを追及することが重要では

ないのです。災害を起こらないようにすること、災害を最小限にすることが重要です。 

安全を保つために各人が行う行為には、その効果の点で段階がある。事故が起こ

って初めて、そのことを止める本能型では事故はなくならない。また、指導者などの指

示を待って行う場合も、安全を十分保つことは難しいといわれている。組織内の各人

が安全とは何か、どうすれば良いかを考えること、さらにそれをみんなで話し合って、

組織の安全文化として持つことによって、十分な安全が保たれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図４ 安全文化の発展モデル  

 

４．まとめ 
私たちが生活を送る上で、危険（リスク）は必ず発生します。科学技術の進展により、

生活が便利になるほどリスクが増してきます。そのリスクは、私たちみんなが、背負っ

ているのです。したがって、誰かが責任をもつのでなく、「みんなが責任を持つ」ように

すること、すなわち「リスクの共有」が大事になります。そうすることにより、リスクの内容

を十分知った上で、科学技術や政治・経済などシステムの信頼性に基づいて、許容
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可能なリスクを私たちが決定することが大切です。リスクが正しく公開されているか、

許容可能なリスク決定の手続き、過程が正しいのか、意思決定のプロセスへの参加し、

コミュニケーションを通しての議論をしていくことが重要です。 

今日の私たちの生活は、リスク（危険）を避けてきたことによるのではないのです。リス

クにたいして、勇気を持ちチャレンジをしてきた成果です。 

みなさんは、安全を進める上で、 

１．危険なことがなにか、どの程度かを日ごろから把握しておく 

２．些細な変化などに気をつけて、周りの人と情報を共有する 

３．危険から避けるための具体的な方法を、日ごろから話し合い、行動する 

４．自らが動かないと安全は得られない。 

以上を心がけてください。 
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